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9月定
例
会

平成25年10月15日 第187号【  2  】市 議 会 だ よ り

議会トピックス

9月 2 日

　

9月26日

▼平成24年度決算認定についてすべて認定

▼市長、副市長、教育長の給与、職員の管理職手当
　10％、議員報酬5％削減案を可決

▼市民等からの請願・陳情6件のうち、3件を採択、
　１件を一部採択、2件を不採択

�

9
月
定
例
会
概
要

本会議での採決のようす

第四次総合計画　計画書

　
　

　
9
月
定
例
会
で
は
、
平
成
２４
年

度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
に
つ
い

て
の
決
算
案
件
１２
件
、
条
例
案
件

6
件
、
事
件
案
件
9
件
を
含
む
市

長
提
出
議
案
４８
件
と
、
市
民
等
か

ら
の
請
願
4
件
、
陳
情
2
件
、
議

員
提
出
議
案
6
件
に
つ
い
て
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

議
案
第
１
号
　
平
成
２４
年
度
塩
尻

市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　
歳
入
決
算
額
が
、
２６５
億
8
千
５９７

万
円
余
、
歳
出
決
算
額
が
、
２６１
億

5
千
８０１
万
円
余
と
な
っ
た
。
歳
入

で
は
、
景
気
の
影
響
等
に
よ
り
、

法
人
市
民
税
を
は
じ
め
と
し
た
市

税
が
前
年
度
に
対
し
て
減
額
と
な

っ
た
ほ
か
、
普
通
交
付
税
が
減
額

と
な
る
な
ど
、
全
体
で
前
年
度
対

比
３.７
％
の
減
と
な
っ
た
。
歳
出
で

は
、
義
務
的
経
費
の
う
ち
、
扶
助

費
及
び
公
債
費
が
増
額
と
な
っ
た

が
、
人
件
費
、
普
通
建
設
事
業
費

が
減
額
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
全
体
で
前
年
度
対
比
２.１
％
の

減
と
な
っ
た
。

議
案
第
１３
号
　
塩
尻
市
介
護
予
防

交
流
施
設
条
例

　
地
域
住
民
が
主
体
的
に
介
護
予

防
に
取
り
組
み
、
高
齢
者
を
支
え

る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

塩
尻
市
介
護
予
防
交
流
施
設
を
桟

敷
区
と
本
山
区
に
設
置
す
る
こ
と

に
伴
い
、
交
流
施
設
の
設
置
、
管

理
、
指
定
管
理
者
が
行
う
業
務
等

に
つ
い
て
規
定
す
る
も
の
。

議
案
第
２８
号
　
塩
尻
市
特
別
職
の

職
員
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及

び
塩
尻
市
教
育
委
員
会
教
育
長
の

給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
２９
号
　
塩
尻
市
一
般
職
の

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
市
長
、
副
市
長
及
び
教
育
長
の

給
料
月
額
と
、
一
般
職
の
職
員
の

管
理
職
手
当
を
平
成
２５
年
１０
月
か

ら
平
成
２６
年
3
月
ま
で
１０
％
減
額

す
る
こ
と
に
伴
い
、
必
要
な
改
正

を
す
る
も
の
。

議
会
第
１
号
　
塩
尻
市
議
会
の
議

員
の
議
員
報
酬
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
平
成
２５
年
１０
月
か
ら
平
成
２６
年

3
月
ま
で
の
間
に
支
給
す
る
議
長
、

副
議
長
及
び
議
員
の
議
員
報
酬
の

月
額
を
5
％
減
額
す
る
も
の
。

議
会
第
2
号
　
塩
尻
市
総
合
計
画

特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ

い
て

　
第
五
次
塩
尻
市
総
合
計

画
の
策
定
に
関
す
る
事
項

を
調
査
及
び
審
査
す
る
た

め
、
塩
尻
市
総
合
計
画
特

別
委
員
会
を
設
置
す
る
も

の
。
委
員
の
定
数
は
２２
名

で
あ
り
、
議
員
全
員
が
所

属
す
る
。

議
会
第
6
号
　
新
県
立
大

学
基
本
構
想
の
見
直
し
を

求
め
る
意
見
書

　
「
長
野
県
に
対
し
新
県

立
大
学
基
本
構
想
の
見
直

し
を
求
め
る
請
願
」
を
受

け
、
福
祉
教
育
委
員
会
の

審
査
で
は
意
見
書
を
提
出

し
な
い
も
の
と
さ
れ
た
が
、

本
会
議
で
議
員
提
出
議
案

と
し
て
提
出
さ
れ
、
可
決

さ
れ
た
。
既
存
の
私
学
と

競
合
す
る
学
科
を
持
つ
新

県
立
大
学
の
構
想
を
見
直

す
よ
う
県
に
求
め
る
も
の
。

9月定例会　賛否が分かれた議案等の採決結果
議 員 名

中
原
輝
明

永
田
公
由

塩
原
政
治

柴
田
　
博

丸
山
寿
子

中
村
　
努

鈴
木
明
子

中
原
巳
年
男

青
柳
充
茂

森
川
雄
三

永
井
泰
仁

金
田
興
一

古
畑
秀
夫

牧
野
直
樹

山
口
恵
子

金
子
勝
寿

務
台
　
昭

青
木
博
文

西
條
富
雄

横
沢
英
一

宮
田
伸
子

○○◯×○○×○○○○○○○○○○○○○○

○○◯×○○×○○○○○○○○○○○○○○
×○×○○○◯×××××○×○×○×○××
○○◯×○○×○○○○○○○○○○○○○○
○○◯×○○×○○○○○○○○○○○○○○
○×◯×○○×××○×○○○○○○×○○×

番号

議案28号

議案29号

請願 4 号

議会 1 号

議会 3 号

議会 6 号

議  案  名

塩尻市特別職の職員等の給与に関する条例及び塩尻市教育委員会
委員長の給与及び勤務時間等に関する条例の一部を改正する条例

塩尻市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

憲法96条の発議要件緩和に反対する請願

塩尻市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例

地方税財源の充実確保を求める意見書

新県立大学基本構想の見直しを求める意見書

・賛成は○、反対は×　　・議長は表決に加わらないため、21人の議員で採決が行われました。                     
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庁舎の耐震化・大規模改修工事

若者からお年寄りまで集いにぎわう
市民交流センター

塩尻駅前駐車場

経済建設委員会 福祉教育委員会 総務環境委員会

　
総
務
環
境
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
議
案
は
、

平
成
２４
年
度
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
の

内
、
歳
入
全
般
と
歳
出

の
う
ち
総
務
部
、
協
働

企
画
部
、
市
民
環
境
事

業
部
等
が
所
管
す
る
部

分
と
、
国
民
健
康
保
険

事
業
等
3
つ
の
特
別
会

計
、
特
別
職
・
一
般
職

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
案
件
2

件
、
楢
川
診
療
所
の
指
定
管
理
者

の
指
定
等
2
件
、
２５
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
な
ど
4
件
、
庁
舎
耐

震
・
大
規
模
改
修
に
関
す
る
契
約

案
件
3
件
等
、
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
認
定
及
び
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

　
焦
点
の
２４
年
度
一
般
会
計
決
算

は
、
歳
入
が
２６５
億
円
余
に
対
し
歳

出
は
２６１
億
円
余
、
実
質
収
支
3
億

9
千
万
円
余
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
市
の
財
政
状
況
は
市
税
と
地

方
交
付
税
は
減
額
に
な
っ
た
も
の

の
、
普
通
建
設
事
業
費
の
減
額
や
、

よ
り
経
費
の
節
減
に
努
め
た
こ
と

等
に
よ
り
、
財
政
構
造
の
弾
力
性

を
示
す
経
常
収
支
比
率
は
、
前
年

度
よ
り
２.４
％
悪
化
し
た
も
の
の
、

自
主
財
源
比
率
は
２.８
％
上
昇
し
ま

し
た
。
今
後
も
慎
重
な
財
政
運
営

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
福
祉
教
育
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
議
案
は
、

平
成
２４
年
度
塩
尻
市
一

般
会
計
及
び
3
つ
の
特

別
会
計
の
決
算
、
条
例

案
件
2
件
、
２５
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
な
ど

予
算
案
件
2
件
の
議
案

及
び
請
願
3
件
、
陳
情

1
件
に
つ
い
て
、
慎
重

審
査
の
結
果
、
そ
れ
ぞ

れ
認
定
・
可
決
・
採
択
・
一
部
採

択
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
D
V
対
策
支
援
事
業
の
相
談
件

数
が
昨
年
よ
り
増
え
て
い
る
が
、

相
談
員
が
不
足
で
あ
れ
ば
、
市
費

で
配
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と

の
質
問
に
、
現
在
は
担
当
係
長
も

含
め
対
応
し
て
お
り
、
来
年
度
以

降
は
予
算
編
成
の
中
で
検
討
し
た

い
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
固
定
経

費
は
い
く
ら
か
と
の
質
問
に
、
１

億
円
程
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
塩
尻
市
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付

事
業
特
別
会
計
は
、
貸
付
金
、
長

期
債
と
も
に
償
還
が
完
了
し
た
た

め
、
平
成
２４
年
度
を
も
っ
て
廃
止

さ
れ
た
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
３５
人
以
下
学
級
の
早
期
実
現
と

教
職
員
定
員
増
を
求
め
る
意
見
書

他
１
件
の
意
見
書
を
国
等
へ
提
出

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
経
済
建
設
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
議
案
は
、

決
算
案
件
6
件
、
条
例

案
件
2
件
、
事
件
案
件

4
件
、
予
算
案
件
2
件

で
、
慎
重
審
査
の
結
果
、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

り
認
定
及
び
可
決
、
採

択
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

　
平
成
２４
年
度
一
般
会

計
決
算
で
は
、
塩
尻
市
駅
前
広
場

駐
車
場
は
、
広
場
改
修
工
事
の
影

響
に
よ
り
、
使
用
収
益
が
減
少
し

ま
し
た
が
、
利
用
台
数
は
増
加
し

ま
し
た
。
駐
車
能
力
台
数
は
、
自

家
用
車
整
理
場
４７
台
、
バ
ス
整
理

場
１０
台
、
タ
ク
シ
ー
駐
車
場
１８
台

で
、
延
べ
利
用
台
数
は
7
万
4
千

４１５
台
で
、
前
年
度
対
比
２.３
％
増
と

な
り
ま
し
た
。
１
日
当
た
り
約
２０４

台
、
前
年
度
対
比
6
台
の
増
と
な

っ
た
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
沢
地
区
街
な
み
環
境

整
備
事
業
実
施
設
計
の
業
務
委
託

料
1
千
９９５
万
円
、
防
災
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
実
施
設
計
業
務
委
託
料

１
千
９２
万
円
な
ど
報
告
を
受
け
、

認
定
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

　
平
成
２５
年
度
補
正
予
算
で
は
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
１
千
万

円
に
つ
い
て
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

市民交流センター開設3周年
を迎え200万人突破へ

塩尻市駅前広場駐車場の
利用台数増加

市庁舎耐震化大規模改修
工事請負契約を可決
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古
畑
秀
夫

永
井
泰
仁

金
田
興
一

山
口
恵
子

柴
田
　
博

鈴
木
明
子

中
村
　
努

金
子
勝
寿

宮
田
伸
子

（
質
問
順
）

質
問
者

※
本
文
は
質
問
者
自
身
の

　
原
稿
に
よ
る
も
の
で
す 一般

質問
の要

旨

一般
質問

の要
旨

◆
松
く
い
虫
防
除
の
強
化
を

　
　
松
本
地
域
と
本
市
の
被
害
状

況
と
対
策
は
。
　
　
　  

（
古
畑
）

　
　
松
本
地
域
は
過
去
最
高
の
被

害
量
と
な
り
、
大
変
深
刻
に
な
っ

て
い
る
。
本
市
は
5
月
に
洗
馬
地

区
で
被
害
を
確
認
し
、
伐
倒
・
薬

剤
処
理
に
よ
り
駆
除
し
た
。
監
視

体
制
を
強
化
し
、
引
き
続
き
定
期

的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
で
早
期
発
見
、

早
期
駆
除
に
努
め
る
。

◆
信
州
F
パ
ワ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
の
進
捗
状
況
は

　
　
現
在
の
進
捗
状
況
と
着
工
時

期
に
つ
い
て
。
　
　
　  

（
金
子
）

　
　
事
業
者
が
開
発
行
為
許
可
申

請
を
8
月
中
旬
に
県
へ
提
出
し
た
。

許
可
が
9
月
下
旬
以
降
に
予
定
さ

れ
て
お
り
、
着
工
時
期
に
つ
い
て

は
、
土
地
の
賃
貸
借
契
約
、
工
事

に
関
す
る
地
元
調
整
等
の
手
続
き

を
済
ま
せ
た
後
の
１０
月
か
ら
１１
月

頃
に
な
る
見
込
み
。

◆
木
曽
漆
器
普
及
拡
大
事
業

　
　
事
業
者
の
購
入
金
額
の
2
分

の
1
が
補
助
さ
れ
る
が
、
現
在
の

利
用
状
況
は
。
　 

　
　 

（
宮
田
）

　
　
4
件
で
７８
万
円
余
の
申
請
。

　　　　　　◆
市
道
西
条
線
と
県
道
交
差
点
の

　
改
良
は

　
　
市
道
南
側
の
土
地
取
得
交
渉

が
長
年
進
ま
ず
、
信
号
機
の
設
置

基
準
を
満
た
さ
な
い
た
め
点
滅
信

号
で
対
応
し
て
い
る
。
大
門
二
番

町
側
の
市
道
60
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に

は
歩
道
も
無
く
、
通
学
路
と
し
て

利
用
さ
れ
て
お
り
、
朝
晩
の
混
雑

時
に
は
大
変
危
険
な
状
態
で
あ
る

の
で
早
急
な
改
善
を
。  

（
金
田
）

　
　
南
側
用
地
に
つ
い
て
は
、
土

地
収
用
法
も
視
野
に
、
早
期
解
決

に
向
け
努
力
し
て
い
く
。
北
側
歩

道
部
分
に
つ
い
て
は
、
現
状
に
お

い
て
実
施
可
能
な
対
策
方
法
を
、

事
業
部
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

◆
高
原
通
り
の
渋
滞
緩
和
策
は

　
　
渋
滞
時
は
国
道
19
号
大
門
七

区
信
号
機
か
ら
消
防
署
の
付
近
ま

で
車
が
つ
な
が
り
、
大
変
不
便
で

生
活
道
路
に
抜
け
る
車
も
多
く
危

険
。
九
里
巾
交
差
点
が
改
良
さ
れ

れ
ば
、
交
通
量
は
更
に
増
え
る
が
、

対
策
は
。
　
　
　
　
　  

（
金
田
）

　
　
九
里
巾
交
差
点
の
右
折
レ
ー

ン
設
置
に
伴
い
、
高
原
通
り
へ
の

車
両
増
加
が
予
想
さ
れ
、
暫
定
的

で
あ
る
が
、
取
得
可
能
な
用
地
に大門地区の点滅信号

信州Fパワープロジェクト建設予定地

松くい虫の薫蒸処理した箇所

林
業
の

活
性
化
を

目
指
し
て

安
心
で

安
全
な

ま
ち
づ
く
り
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避
難
所
を
設
置
し
て
い
き
た
い
。

西
側
道
路
へ
の
車
両
流
入
に
よ
る
、

交
通
事
故
の
不
安
や
危
険
を
防
止

す
る
た
め
に
、
通
り
抜
け
目
的
の

車
両
に
進
入
を
遠
慮
し
て
も
ら
う

案
内
板
の
設
置
を
適
地
を
見
な
が

ら
実
施
し
て
い
く
。

◆
広
丘
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
広
丘
支
所
の
建
設
場
所
と
広

丘
駅
東
口
南
側
広
場
の
パ
ー
ク
＆

ラ
イ
ド
整
備
計
画
は
。  

（
永
井
）

　
　
既
存
の
広
丘
支
所
敷
地
等
、

公
共
用
地
を
活
用
し
た
施
設
整
備

が
ふ
さ
わ
し
く
、
現
支
所
東
側
の

土
地
2
カ
所
の
不
動
産
鑑
定
も
実

施
済
み
。
駅
東
口
南
側
用
地
は
、

本
年
度
測
量
設
計
、
平
成
２６
年
度

に
駐
車
場
と
駐
輪
場
の
拡
張
整
備

に
着
手
す
る
。
財
源
は
国
の
補
助

金
や
起
債
等
を
予
定
し
て
い
る
。

◆
線
引
き
制
度
の
未
来
像
は

　
　
市
に
と
っ
て
、
こ
の
制
度
は

有
益
か
。
見
直
す
べ
き
時
期
が
来

て
い
る
の
で
は
。
　
　  

（
中
村
）

　
　
功
罪
あ
わ
せ
持
つ
制
度
で
あ

る
の
で
、
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
つ

つ
課
題
解
決
に
向
け
た
規
制
緩
和

を
研
究
す
る
。

◆
渋
沢
団
地
跡
地
分
譲
に
つ
い
て

　
　
造
成
計
画
は
売
却
単
価
や
区

画
面
積
が
適
当
か
。
　  

（
中
村
）

　
　
当
初
２４
区
画
を
２６
区
画
と
し
、

開
発
許
可
基
準
で
あ
る
１
区
画
３００

㎡
以
上
と
し
た
。
売
却
単
価
は
坪

単
価
１０
万
円
程
度
と
低
廉
で
購
入

し
や
す
い
設
定
と
し
た
。

◆
自
転
車
専
用
通
行
帯
の
設
置

　
　
今
後
の
道
路
整
備
の
際
、
設

置
す
る
考
え
は
あ
る
か
。
（
宮
田
）

　
　
道
路
設
計
の
際
に
検
討
す
る
。

◆
地
域
振
興
バ
ス
に
つ
い
て

　
　
利
用
状
況
と
ダ
イ
ヤ
改
正
時

期
は
。
　 

　
　
　
　
　 

（
古
畑
）

　
　
平
成
２３
年
度
か
ら
増
加
傾
向

に
転
じ
た
。
来
年
4
月
小
規
模
な

ダ
イ
ヤ
改
正
を
考
え
て
い
る
。

　　　　　　◆
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

　
　
活
動
に
対
し
て
付
与
さ
れ
る

ポ
イ
ン
ト
を
保
険
料
に
充
当
で
き

る
制
度
を
導
入
し
て
は
。
（
宮
田
）

　
　
第
6
次
介
護
保
険
事
業
計
画

策
定
の
中
で
検
討
す
る
。

◆
発
達
障
が
い
児
・
者
へ
の
支
援

　
　
県
の
行
う
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
を
推
進
し
て
は
。  

（
宮
田
）

　
　
P
R
し
て
い
く
。

　
　
サ
ポ
ー
タ
ー
の
い
る
お
店
用

ス
テ
ッ
カ
ー
を
作
っ
て
は
。（
宮
田
）

　
　
商
店
の
負
担
が
大
き
い
た
め
、

認
知
症
事
業
の
次
に
取
り
組
む
。

　
　
お
出
か
け
用
ワ
ッ
ペ
ン
を
普

及
さ
せ
る
考
え
は
。
　  

（
宮
田
）

　
　
子
ど
も
た
ち
が
地
域
社
会
に

出
て
活
動
す
る
の
に
必
要
と
考
え
、

検
討
す
る
。

　
　
障
が
い
を
も
つ
児
童
の
職
業

体
験
の
場
を
作
っ
て
。  

（
宮
田
）

　
　
事
業
者
と
共
に
考
え
て
い
く
。

◆
健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
に

　
　
県
で
も
取
り
組
ん
で
い
る
外

食
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
を
出
し
て

く
れ
る
協
力
店
を
市
内
に
つ
く
っ

て
は
ど
う
か
。
　
　
　  

（
古
畑
）

　
　
市
と
し
て
も
「
健
や
か
メ
ニ

ュ
ー
」
と
し
て
提
起
し
て
い
る
の

で
、
今
後
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
市
長
は
「
平
均
寿
命
日
本

一
」
を
目
指
す
と
し
て
い
る
が
医

療
費
高
騰
で
国
保
税
の
値
上
げ
な

ど
も
あ
り
、
市
民
の
健
康
づ
く
り

は
各
課
ご
と
で
は
な
く
、
全
庁
的

な
取
り
組
み
が
必
要
で
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
古
畑
）

　
　
男
性
は
全
国
4
位
で
あ
り
、

1
位
を
目
指
す
こ
と
は
不
可
能
で

は
な
い
と
考
え
る
。
組
織
、
体
制

分譲予定の市営渋沢団地跡

渋滞する高原通り

広丘支所

誰
も
が

暮
ら
し
易
い

塩
尻
市
へ

お出かけ用ワッペン
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な
ど
に
つ
い
て
は
、
今
後
議
論
を

重
ね
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

◆
霊
園
・
お
墓
の
考
え
方
は

　
　
近
年
、
家
族
の
形
や
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
に
よ
り
お
墓

を
ど
う
す
る
か
継
承
者
の
問
題
が

増
え
て
い
る
が
対
策
は
。
（
山
口
）

　
　
お
墓
に
対
し
継
承
を
必
要
と

し
な
い
合
葬
式
墳
墓
の
整
備
が
広

ま
り
県
内
で
は
5
市
が
運
営
し
て

い
る
。
今
後
調
査
検
討
し
た
い
。

　　　　　　◆
消
防
体
制
の
強
化
を

　
　
市
内
に
高
層
ビ
ル
が
増
加
し

て
い
る
が
消
火
活
動
に
必
要
な
、

は
し
ご
車
の
整
備
計
画
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
山
口
）

　
　
松
本
広
域
消
防
局
に
お
い
て

本
年
度
塩
尻
消
防
署
に
長
さ
２５
m

の
は
し
ご
車
が
配
備
さ
れ
る
。

◆
要
援
護
者
の
支
援
強
化
を

　
　
支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者

や
障
が
い
者
は
、
過
去
の
災
害
に

お
い
て
7
〜
8
割
が
近
隣
住
民
に

救
出
さ
れ
て
い
る
。
地
域
で
は
把

握
が
難
し
い
が
対
策
は
。
（
山
口
）

　
　
災
害
時
に
自
力
で
避
難
が
困

難
な
方
の
名
簿
を
作
成
し
、
同
意

を
得
た
要
援
護
者
に
つ
い
て
は
地

域
に
名
簿
を
提
供
し
、
支
援
や
安

否
確
認
等
行
え
る
よ
う
体
制
を
整

備
す
る
。

　
　
個
人
情
報
の
扱
い
に
つ
い
て

配
慮
が
必
要
で
は
。
　  

（
山
口
）

　
　
個
人
情
報
保
護
に
関
し
て
は

取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
協
定
を
締

結
し
て
い
く
。

◆
こ
ど
も
を
守
る
安
心
の
家

　
　
通
学
路
に
安
心
の
家
を
も
っ

と
増
や
し
て
ほ
し
い
。  

（
永
井
）

　
　
こ
の
事
業
は
自
主
防
犯
の
見

地
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
成

り
立
ち
、
小
学
校
及
び
P
T
A
が

主
体
と
な
り
、
事
業
に
理
解
の
あ

る
民
家
や
商
店
等
に
協
力
を
求
め

警
察
署
長
、
地
区
防
犯
協
会
長
、

学
校
長
、
P
T
A
会
長
等
の
連
名

で
委
嘱
し
、
看
板
等
の
表
示
は
、

事
業
主
体
の
警
察
が
用
意
す
る
の

で
、
安
心
の
家
の
指
定
拡
大
は
可

能
。

◆
通
学
路
の
安
全
対
策
は

　
　
横
断
歩
道
や
グ
リ
ー
ン
ベ
ル

ト
な
ど
の
設
置
が
困
難
な
所
は
地

元
と
相
談
し
て
対
応
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
古
畑
）

　　　　　　◆
教
育
問
題
に
つ
い
て

　
　
学
校
で
の
い
じ
め
で
自
殺
に

至
る
事
件
が
各
地
で
お
き
、
事
実

の
隠
蔽
な
ど
が
起
き
て
い
る
。
学

校
に
お
い
て
、
人
権
侵
害
で
あ
り

暴
力
で
あ
る
い
じ
め
か
ら
、
子
ど

も
の
命
が
守
ら
れ
、
安
心
し
て
過

ご
せ
る
場
で
あ
る
よ
う
取
り
組
む

こ
と
が
教
育
行
政
に
求
め
ら
れ
て

い
る
と
思
う
が
、
市
の
取
り
組
み
、

考
え
は
。
　
　
　
　
　  

（
鈴
木
）

　
　
ど
の
学
校
、
ど
の
教
室
に
も

起
こ
り
う
る
こ
と
で
、
い
じ
め
を

行
う
こ
と
も
見
逃
す
こ
と
も
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
早
期
対
応
の
た

め
、
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
ず
、
教
職

員
の
チ
ー
ム
体
制
で
の
対
応
、
研

究
会
、
情
報
交
換
な
ど
も
行
っ
て

い
る
。
必
要
に
応
じ
、
教
育
関
係

支
援
チ
ー
ム
で
対
応
に
あ
た
り
、

見
落
と
し
や
隠
蔽
の
な
い
解
決
へ

体
制
、
機
能
を
高
め
て
い
き
た
い
。

◆
義
務
教
育
の
充
実
を

　
　
す
べ
て
の
学
校
で
一
貫
教
育

に
取
り
組
む
考
え
は
。  

（
宮
田
）

安全対策が求められる通学路

こどもを守る安心の家

本年度はしご車が配備される予定の
塩尻消防署

安
心
な

子
育
て
の

サ
ポ
ー
ト
を

災
害
に

強
い
ま
ち
を

つ
く
る

東山霊園
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小
中
学
校
連
携
の
強
化
と
、

一
貫
教
育
の
研
究
を
進
め
る
。

　
　
「
土
曜
日
学
校
」
を
開
催
し

て
は
ど
う
か
。
　
　
　  

（
宮
田
）

　
　
策
定
中
の
市
教
育
振
興
基
本

計
画
の
中
で
検
討
す
る
。

　
　
教
育
委
員
の
増
員
と
公
募
に

つ
い
て
の
考
え
は
。
　  
（
宮
田
）

　
　
国
の
動
向
を
見
て
検
討
す
る
。

　
　
教
育
振
興
審
議
会
の
事
務
局

説
明
時
間
を
資
料
の
事
前
配
布
な

ど
に
よ
り
削
減
さ
せ
、
審
議
時
間

を
多
く
と
る
工
夫
を
。
　
（
宮
田
）

　
　
そ
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
。

◆
ス
ケ
ー
ト
の
振
興
に
つ
い
て

　
　
ス
ケ
ー
ト
施
設
の
利
用
料
金

補
助
の
考
え
は
あ
る
か
。
（
宮
田
）

　
　
他
市
を
み
て
検
討
す
る
。

◆
保
育
所
運
営
に
つ
い
て

　
　
児
童
福
祉
法
等
の
保
育
基
準

と
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
が
合
致
し
な

い
。
入
所
相
談
等
、
保
護
者
に
寄

り
添
っ
た
姿
勢
で
解
決
策
を
見
出

す
努
力
を
す
べ
き
で
は
。
（
中
村
）

　
　
保
育
園
等
で
多
く
の
相
談
を

い
た
だ
い
て
い
る
。
保
護
者
の
希

望
と
法
や
制
度
の
意
図
す
る
こ
と

が
乖
離
し
て
い
る
実
態
を
把
握
し

た
上
で
対
応
し
な
い
限
り
、
理
解

協
力
は
得
ら
れ
な
い
の
で
、
十
分

配
慮
を
し
た
い
。

◆
吉
田
原
保
育
園
の
定
員

　
　
平
成
22
年
、
社
会
福
祉
法
人

立
の
保
育
園
参
入
の
際
、
改
築
予

定
の
吉
田
原
保
育
園
の
定
員
60
名

の
定
員
計
画
に
多
く
の
異
論
が
あ

り
、
問
題
は
棚
上
げ
さ
れ
た
は
ず

だ
。
平
成
27
年
の
定
員
計
画
は
ど

の
よ
う
な
検
討
を
し
、
元
通
り
の

60
名
と
な
っ
た
の
か
。  

（
中
村
）

　
　
吉
田
地
区
の
年
少
人
口
は
平

成
２７
年
度
以
降
は
大
幅
に
減
少
に

転
じ
、
吉
田
地
区
2
園
で
保
育
需

要
に
応
え
ら
れ
る
計
画
だ
。

　　　　　　◆
若
者
の
投
票
率
向
上
を

　
　
7
月
の
参
議
院
選
挙
に
お
い

て
20
代
30
代
の
投
票
率
向
上
の
た

め
の
取
り
組
み
は
。
　  

（
金
子
）

　
　
選
挙
中
の
啓
発
と
し
て
、
明

る
い
選
挙
推
進
協
議
会
に
よ
る
駅

前
や
大
型
店
舗
前
で
の
投
票
呼
び

か
け
を
行
っ
て
い
る
。
7
月
の
参

議
院
選
挙
で
は
、
J
リ
ー
グ
松
本

山
雅
F
C
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
に
お

い
て
、
他
市
選
管
と
協
力
し
て
ア

ル
ウ
ィ
ン
入
場
者
へ
の
投
票
呼
び

か
け
を
行
っ
た
。
ま
た
、
小
中
学

校
、
高
校
の
児
童
・
生
徒
会
役
員

選
挙
の
際
に
は
、
実
物
の
投
票
箱

や
記
載
台
を
貸
し
出
し
、
将
来
的

に
選
挙
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　
　
先
の
参
議
院
選
挙
の
塩
尻
市

年
代
別
投
票
率
は
。
　  

（
金
子
）

　
　
全
体
の
投
票
率
が
５４.６
％
。
７０

代
以
上
５６.２
％
、
６０
代
６６.４
％
、
５０
代

６２.４
％
、
４０
代
５２.９
％
、
３０
代
４５.９
％
、

２０
代
３３.７
％
で
あ
る
。

　
　
期
日
前
投
票
所
を
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
設
置
で
き

な
い
か
。
　
　
　
　
　  

（
金
子
）

　
　
現
在
3
カ
所
の
施
設
に
設
置

し
て
い
る
が
、
投
票
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
研
究
し
て
い
く
。

　
　
教
育
界
出
身
の
選
挙
管
理
委

員
長
と
し
て
、
小
・
中
学
校
で
の

主
権
者
教
育
の
必
要
性
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。  

（
金
子
）

　
　
主
権
者
教
育
は
必
要
と
考
え

て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
選

挙
の
意
義
や
重
要
性
を
理
解
し
、

社
会
の
一
員
で
あ
り
主
権
者
で
あ

る
と
い
う
自
覚
を
早
く
持
っ
て
ほ

し
い
。
良
識
あ
る
有
権
者
と
し
て

成人式でも選挙啓発が行われる

市民スケート大会のようす

定数減の吉田原保育園

投票箱

協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
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の
必
要
な
能
力
と
態
度
そ
し
て
意

欲
を
養
い
身
に
付
け
て
ほ
し
い
。

◆
市
民
と
街
づ
く
り
を

　
　
市
民
生
活
を
支
援
す
る
た
め

に
行
政
が
地
域
に
出
向
き
直
接
講

座
や
教
室
を
開
催
す
る
こ
と
は
有

効
だ
。
実
施
状
況
は
。  

（
山
口
）

　
　
介
護
や
健
康
関
係
の
講
座
が

多
く
全
体
で
は
６４
テ
ー
マ
、
延
べ

３１３
回
開
催
し
て
い
る
。

　
　
教
育
委
員
会
と
し
て
信
頼
関

係
を
深
め
る
た
め
に
教
育
長
出
前

ト
ー
ク
の
考
え
は
。
　  

（
山
口
）

　
　
要
請
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
出

向
き
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
い
き

た
い
。

　
　
市
民
が
テ
ー
マ
や
課
題
な
ど

選
択
し
や
す
い
よ
う
に
内
容
を
公

表
す
る
考
え
は
。
　
　  
（
山
口
）

　
　
今
後
検
討
し
た
い
。

◆
高
校
生
議
会
に
つ
い
て

　
　
高
校
生
が
公
益
的
事
業
を
提

案
し
、
高
校
生
が
投
票
で
決
め
る

よ
う
な
取
り
組
み
は
。  

（
中
村
）

　
　
政
治
や
民
主
主
義
の
学
習
を

深
め
た
段
階
で
、
市
政
や
議
会
へ

の
関
心
を
深
め
、
自
分
た
ち
が
議

論
し
た
事
業
が
実
現
す
る
事
は
効

果
が
あ
る
。
市
内
3
校
と
実
施
の

可
能
性
を
含
め
検
討
す
る
。

　　　　　　◆
地
方
公
務
員
の
給
料
削
減

　
　
議
員
全
員
協
議
会
で
提
案
さ

れ
た
、
特
別
職
、
管
理
職
、
議
員

の
報
酬
削
減
は
当
然
で
あ
る
が
、

10
％
削
減
と
し
た
論
拠
は
何
か
。

地
方
公
務
員
と
は
、
一
般
職
が
主

と
解
釈
す
る
の
が
普
通
で
あ
り
、

身
分
が
保
障
さ
れ
安
定
し
て
い
る

一
般
職
543
人
に
1
％
で
も
協
力
依

頼
す
る
の
が
筋
で
は
な
い
か
。
特

別
職
3
人
の
月
額
平
均
報
酬
は
約

77
万
1
千
円
で
10
％
な
ら
、
議
員

の
月
額
平
均
報
酬
約
35
万
9
千
円

を
比
例
計
算
す
る
と
約
5
％
に
な

り
、
議
員
の
10
％
カ
ッ
ト
は
厳
し

い
。
費
用
負
担
は
所
得
に
応
じ
た

負
担
が
原
則
だ
と
思
う
が
、
市
長

の
考
え
は
。
　
　
　
　  

（
永
井
）

　
　
削
減
率
を
１０
％
に
し
た
論
拠

は
無
い
、
政
治
的
に
判
断
し
た
。

こ
れ
ま
で
行
政
改
革
に
よ
り
経
費

削
減
に
努
め
て
い
る
の
で
、
一
般

職
の
給
料
減
額
は
見
送
り
と
し
た
。

議
員
の
月
額
報
酬
削
減
に
つ
い
て

は
、
議
会
が
自
ら
提
案
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
議
会
に
お
任
せ
す
る
。

◆
3
月
ま
で
の
給
与
減
額
は

　
　
国
の
地
方
公
務
員
給
与
減
額

要
請
に
つ
い
て
、
市
長
は
「
景
気

回
復
対
策
に
も
逆
行
す
る
、
す
で

に
職
員
削
減
、
経
費
削
減
で
国
の

求
め
て
い
る
以
上
の
成
果
を
上
げ

て
い
る
」
と
、
一
般
職
員
の
給
与

削
減
は
行
わ
な
い
と
の
道
理
あ
る

対
応
を
示
し
て
い
る
が
、
管
理
職

手
当
、
特
別
職
給
与
は
10
％
削
減

と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
矛
盾
し

た
対
応
で
は
な
い
か
。  

（
鈴
木
）

　
　
特
別
職
、
管
理
職
手
当
に
つ

い
て
は
市
民
感
情
に
配
慮
し
引
き

下
げ
る
こ
と
に
し
た
。
地
域
経
済

活
性
化
の
た
め
に
使
っ
て
い
く
。

◆
議
員
報
酬
の
削
減
は
議
員
で

　
　
行
政
改
革
に
よ
り
賃
金
の
切

り
下
げ
や
退
職
金
が
減
額
と
な
っ

て
い
る
。
職
員
の
生
活
設
計
や
地

域
経
済
に
与
え
る
影
響
等
を
考
え

る
と
、
一
般
職
の
管
理
職
手
当
減

額
の
み
は
良
い
決
断
で
あ
っ
た
と

思
う
が
、
議
員
報
酬
の
削
減
は
議

員
の
判
断
に
ま
か
せ
る
べ
き
と
思

う
が
市
長
の
考
え
は
。  

（
古
畑
）

　
　
議
会
と
し
て
決
め
て
い
た
だ

け
る
な
ら
、
そ
れ
を
尊
重
し
た
い
。

国の地方公務員給与減額について検討

認知症サポーター養成講座

高校で行われている模擬投票のようす

議員提案で議員報酬の削減を決定

給
与
削
減

問
題
に
つ
い
て

議
論
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　　　　　　◆
集
団
的
自
衛
権
問
題
に
つ
い
て

　
　
安
倍
政
権
は
、
ア
メ
リ
カ
の

海
外
で
の
戦
争
に
自
衛
隊
が
い
っ

し
ょ
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
憲
法

解
釈
を
変
更
し
て
集
団
的
自
衛
権

行
使
に
向
け
た
動
き
を
加
速
し
て

い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
市

長
の
考
え
は
ど
う
か
。  

（
柴
田
）

　
　
日
本
が
過
去
に
侵
略
戦
争
を

起
こ
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
事
実

は
消
す
こ
と
の
で
き
な
い
汚
点
で

あ
る
。
ま
た
、
政
府
が
憲
法
解
釈

を
そ
の
都
度
変
え
る
と
い
う
こ
と

は
認
め
ら
れ
な
い
と
考
え
る
。

◆
サ
ッ
カ
ー
場
改
修
工
事
の
入
札

　
　
市
が
行
っ
た
サ
ッ
カ
ー
場
改

修
工
事
の
入
札
で
、
外
部
か
ら
の

指
摘
で
、
市
が
落
札
決
定
を
取
消

し
て
い
た
と
の
報
道
が
あ
っ
た
。

何
が
あ
っ
た
の
か
。
　  

（
柴
田
）

　
　
落
札
候
補
者
の
審
査
時
に
、

兼
務
で
き
な
い
専
任
技
術
者
の
兼

務
を
見
落
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

今
後
は
誤
り
の
な
い
庁
内
相
互
チ

ェ
ッ
ク
体
制
の
確
立
に
努
め
た
い
。

◆
公
契
約
条
例
が
必
要
で
は

　
　
4
月
か
ら
公
共
工
事
の
設
計

労
務
単
価
が
引
上
げ
ら
れ
た
が
対

応
は
ど
う
か
。
引
上
げ
ら
れ
た
単

価
が
個
々
の
労
働
者
ま
で
届
い
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
か
。

公
契
約
条
例
で
規
定
す
る
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
か
。
　  

（
柴
田
）

　
　
該
当
す
る
工
事
は
所
要
の
対

応
を
し
て
い
る
。
個
々
の
労
働
者

ま
で
届
い
て
い
る
か
ど
う
か
は
確

認
し
て
い
な
い
。
公
契
約
条
例
に

つ
い
て
は
今
後
検
討
し
た
い
。

　　

◆
元
気
臨
時
交
付
金
に
つ
い
て

　
　
国
の
補
正
予
算
に
基
づ
い
て

交
付
さ
れ
る
元
気
臨
時
交
付
金
の

額
は
ど
の
位
か
。
ま
た
、
交
付
金

を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
支

出
を
予
定
し
て
い
た
一
般
財
源
分

を
他
の
事
業
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
財
源
に
活
用
で
き
る
こ
と
に

な
る
が
ど
う
か
。
　
　  

（
柴
田
）

　
　
5
月
下
旬
に
１
億
3
千
８００
万

円
余
の
交
付
限
度
額
の
通
知
が
来

て
い
る
。
浮
い
た
財
源
を
新
た
な

事
業
に
充
て
る
こ
と
は
現
時
点
で

は
考
え
て
い
な
い
。

◆
市
長
3
期
目
、
3
年
間
の
振
り

　
返
り
は

　
　
3
期
目
も
残
す
と
こ
ろ
1
年

間
、
現
時
点
の
自
己
評
価
を
聞
き

た
い
。
　
　
　
　
　
　  

（
金
田
）

　
　
特
に
、
教
育
再
生
、
農
業
再

生
を
重
要
テ
ー
マ
に
、
３０
人
規
模

学
級
の
中
学
校
へ
の
拡
大
、
こ
ど

も
未
来
塾
の
開
講
、
農
業
公
社
の

立
ち
上
げ
、
子
育
て
支
援
策
の
拡

充
、
森
林
の
持
つ
多
面
的
機
能
を

活
用
し
持
続
可
能
な
環
境
づ
く
り

を
図
り
、
林
業
再
生
等
の
施
策
を

推
進
し
未
来
へ
の
足
掛
か
り
を
築

い
て
き
た
も
の
と
自
負
し
て
い
る
。

◆
市
長
の
政
治
姿
勢

　
　
消
費
税
増
税
の
動
き
の
一
方

で
、
所
得
は
増
え
ず
、
社
会
保
障

切
り
下
げ
方
針
、
国
の
借
金
増
加

な
ど
で
、
増
税
の
根
拠
も
崩
れ
、

来
年
4
月
の
増
税
は
す
べ
き
で
な

い
と
の
世
論
が
広
が
っ
て
い
る
が

市
長
の
考
え
は
。
　
　  

（
鈴
木
）

　
　
税
率
引
き
上
げ
が
、
安
定
し

た
社
会
保
障
制
度
の
維
持
、
確
立

に
資
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
判

断
に
あ
た
っ
て
は
、
経
済
状
況
の

好
転
が
前
提
で
、
景
気
に
水
を
差

す
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

大豆の播種（種まき）作業のようす

改修工事中の中央スポーツ公園サッカー場

入札箱

消費税増税の影響は

市
長
の

政
治
姿
勢
を

問
う
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塩尻市の財政状況をわかりやすくするため、4つの指標に
ついて県内の類似団体の数値とあわせて掲載しています。

「塩尻市の財政状況」 （平成24年度
　塩尻市決算説明資料より）

 区　分
塩 尻 市
千 曲 市
安曇野市

　H２２
４３.６
４１.５
３９.４

　H２３
４９.１
４１.６
４０.４

　H２４
５１.９
４０.３
４２.９

（単位：％）

 区　分
塩 尻 市
千 曲 市
安曇野市

　H２２
８１ .５
７４.８
４９.０

　H２３
７０.７
４９.３
３５.０

　H２４
５７.１ 
４５.１ 
３３.０

（単位：％）

　市が自主的に収入し得る財源（地方税・使用料・手数料・財産収入等）の歳入総額に占
める割合。行政活動の自主性と安定性を確保し得るかどうかの尺度。

塩尻市の起債残高 ＝「塩尻市の借金の総額。市民一人当たり約89万円」

市の一般会計や介護保険事業などの特別会計、水道事業などの
公営企業会計などすべての会計を含めた借金の総額。

 区　分
塩 尻 市

　H２２　
６４,８１１

　H２３　
６１,１５２

　H２４　
６０,７９８

（単位：百万円）

類似団体＝国（総務省）が人口及び産業別就業人口の構成比によって分類
したもので、県内では千曲市と安曇野市の2市が、塩尻市と同じ分類です。

類似団体
塩 尻 市
千 曲 市
安曇野市

H２５.３末人口
 ６８, ０７３人
 ６２, ５８１人
 ９９, ２６２人

　備　　考
H１７.   ４.1合併
H１５.   ９.1合併
H１７.１０.1合併

 区　分
塩 尻 市
千 曲 市
安曇野市

　H２２
８７.１ 
８７.４
８０.９

　H２３
８６.１ 
８６.９
８２.７

　H２４
８８.５
８８.６
８６.３

（単位：％）
１００.０％

９５.０％

９０.０％

８５.０％

８０.０％

経常収支比率の推移

H２２ H２３ H２４

１００.０％

９０.０％

８０.０％

７０.０％

６０.０％

５０.０％

４０.０％

３０.０％

将来負担比率の推移

H２２ H２３ H２４

自主財源比率 ＝「収入源を、国や県に頼っていない割合」

５５.０％

５０.０％

４５.０％

４０.０％

３５.０％

自主財源比率の推移

H２２ H２３ H２４

塩 尻 市
千 曲 市
安曇野市

　人件費や公債費等の義務的性格の経常経費に、地方税、地方交付税などの経常一般
財源がどの程度充当されているかを見ることで、財政の弾力性が判断できる指標。一
般的に市は75％程度が妥当とされている。

経常収支比率 ＝「数値が少ないほうが、ゆとりがある」

塩 尻 市
千 曲 市
安曇野市

　将来の財政需要や不測の事態に備えるために積み立てているもの。
　塩尻市は県内類似団体の中で市民一人当たりの積立金残高は最も
少ない額となっている。

積立金残高 ＝「いざという時のための積立金」

　市の一般会計等の地方債（借金）残高のほか、水道事業などの公営企業、市が出資
している第３セクター等に対する債務を含めた市の実質的な債務を市の標準的な年間
収入で割ったもの。
　国はこの数値が、３５０％（借金残高が標準年収の3.5倍の額）を超えるとイエロー
カードとしています。

将来負担比率 ＝「市の年収に対する借金残高の割合」

塩 尻 市
千 曲 市
安曇野市

 区　分
塩 尻 市
千 曲 市
安曇野市

　H２２　
４,６５８
６,８２９
１３,９６７

　H２３　
５,１９２
８,４６６
１５,６９９

　H２４　
５,７３６
９,８０７
１４,９１１ 

（単位：百万円）

塩尻市が抱える借金は、子どもからお年寄りまで
市民一人当たり約４２万円となります。

市債残高 ＝「市が抱える借金の額」

 区　分
塩 尻 市
千 曲 市
安曇野市

　H２１　
２７,４１３
２６,３９２
３５,７８７

　H２２　
２８,８７１
２６,５３８
３６,３９７

　H２３　
２８,２０３
２６,４８４
３６,９２３

（単位：百万円）
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議員提出議案（6件）

請願・陳情処理状況（請願4件・陳情2件）

9月定例会に提出された議案及び議決結果

議会  1号
2号
3号
4号
5号
6号

可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決

議決結果番　 号 件　　　　　　　　名

19
21
19
21
21
13

2
0
2
0
0
8

塩尻市議会の議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例
塩尻市総合計画特別委員会の設置について
地方税財源の充実確保を求める意見書
35人以下学級の早期実現と教職員定数増を求める意見書
私立高校への公費助成に関する意見書
新県立大学基本構想の見直しを求める意見書

採決結果
反対賛成

請願　　1号
2号
3号
4号

陳情　　1号
2号

採 択
採 択
一部採択
不 採 択
採 択
不 採 択

採択結果番　 号 件　　　　　　　　名

21
21
21
9

0
0
0
12

35人以下学級の早期実現と教職員定数増を求める意見書提出に関する請願
長野県に対し新県立大学基本構想の見直しを求める請願
平出マレットゴルフ場運営に関する補助のお願い
憲法第96条の発議要件緩和に反対する請願
私立高校に対する大幅公費助成をお願いする陳情
集団的自衛権に関する憲法解釈を変更することに反対する陳情

採決結果

（福祉教育委員会）
（総務環境委員会）

反対賛成

件　　　　　　　　名
反対賛成
議決結果

議案1号

2号

3号

4号

5号

6号

7号

8号

9号

10号

11号

12号

13号

14号

15号

16号

17号

18号

19号

20号

21号

22号

23号

24号

平成24年度塩尻市一般会計歳入歳出決算
認定について
平成24年度塩尻市国民健康保険事業特別
会計歳入歳出決算認定について
平成24年度塩尻市住宅新築資金等貸付事業
特別会計歳入歳出決算認定について
平成24年度塩尻市奨学資金貸与事業特別
会計歳入歳出決算認定について
平成24年度塩尻市介護保険事業特別会計
歳入歳出決算認定について
平成24年度塩尻市簡易水道事業特別会計
歳入歳出決算認定について
平成24年度塩尻市国民健康保険楢川診療
所事業特別会計歳入歳出決算認定について
平成24年度塩尻市後期高齢者医療事業特別
会計歳入歳出決算認定について
平成24年度塩尻市水道事業会計剰余金の
処分及び決算認定について
平成24年度塩尻市下水道事業会計剰余金の処分
及び資本金の額の減少並びに決算認定について
平成24年度塩尻市農業集落排水事業会計
決算認定について
平成24年度塩尻市駐車場事業会計決算認定
について

塩尻市介護予防交流施設条例

塩尻市子ども・子育て会議条例　
塩尻市宗賀新農業構造改善事業自然環境
活用施設条例の一部を改正する条例

塩尻市農村公園条例の一部を改正する条例

字の区域の廃止について　
塩尻市国民健康保険楢川診療所の指定管理
者の指定について
塩尻市奈良井宿駐車場の指定管理者の指定
について
中央本線みどり湖駅構内第1上西条こ線橋外3橋補修及
び耐震補強工事委託に関する施行協定の変更について

市道路線の認定について

平成25年度塩尻市一般会計補正予算（第2号）　
平成25年度塩尻市国民健康保険事業特別
会計補正予算（第2号）
平成25年度塩尻市介護保険事業特別会計
補正予算（第1号）

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

認 定

原案可決
及び認定

原案可決
及び認定

認 定

認 定

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

25号

26号

27号

28号

29号

30号

31号

32号

33号

報告1号

2号

3号

4号

5号

6号

7号

8号

9号

10号

11号

12号

13号

14号

15号

平成25年度塩尻市国民健康保険楢川診療
所事業特別会計補正予算（第1号）
平成25年度塩尻市後期高齢者医療事業特
別会計補正予算（第1号）
平成25年度塩尻市水道事業会計補正予算
（第1号）
塩尻市特別職の職員等の給与に関する条例及び
塩尻市教育委員会教育長の給与及び勤務時間等
に関する条例の一部を改正する条例
塩尻市一般職の職員の給与に関する条例の
一部を改正する条例
塩尻市庁舎耐震化・大規模改修工事（建築
主体工事）請負契約の締結について
塩尻市庁舎耐震化・大規模改修工事（機械
設備工事）請負契約の締結について
塩尻市庁舎耐震化・大規模改修工事（電気
設備工事）請負契約の締結について
（仮称）吉田西地区防災コミュニティ施設
建築主体工事請負契約の締結について

損害賠償の額の決定の専決処分報告について

損害賠償の額の決定の専決処分報告について

損害賠償の額の決定の専決処分報告について

損害賠償の額の決定の専決処分報告について

損害賠償の額の決定の専決処分報告について

健全化判断比率について

資金不足比率について

債権の放棄について

債権の放棄について　
平成24年度及び平成25年度株式会社信州ファ
ームの経営状況を説明する書類の提出について
平成24年度塩尻市土地開発公社の経営状
況を説明する書類の提出について
平成24年度一般財団法人塩尻市文化振興事業
団の経営状況を説明する書類の提出について
平成24年度一般財団法人塩尻・木曽地域地場産業振
興センターの経営状況を説明する書類の提出について
平成24年度一般財団法人塩尻市振興公社
の経営状況を説明する書類の提出について
平成24年度一般社団法人塩尻市農業公社
の経営状況を説明する書類の提出について

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

報告受理

報告受理

報告受理

報告受理

報告受理

報告受理

報告受理

報告受理

報告受理

報告受理

報告受理

報告受理

報告受理

報告受理

報告受理

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

0

0

0

2

2

0

0

0

0

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

21

21

21

19

19

21

21

21

21

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

番 号
採決結果

反対賛成
議決結果

市長提出議案（48件）

件　　　　　　　　名番 号
採決結果
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議

会

あ

れ

こ

れ

議

会

あ

れ

こ

れ

市

民

の

声

　
第
５７
号
「
環
・
き
ょ
う
ニ
ュ
ー
ス
」
に
、
「
も
え
る
ご
み
が
近
年
増
加
し

て
い
る
」
と
い
う
記
事
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。
今
か
ら
約
１０
年
前
、
ご
み
処

理
に
つ
い
て
、
3
R
あ
る
い
は
4
R
と
い
う
こ

と
が
さ
か
ん
に
叫
ば
れ
、
分
別
を
徹
底
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
ご
み
も
資
源
に
変
わ
る
と
い
う
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
当
市
で
は
紙
袋
に
バ
ラ
の
古
紙
を
入
れ

て
の
収
集
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
専
用
袋
を
設
け
毎

週
収
集
、
さ
ら
に
は
せ
ん
定
木
や
葉
を
収
集
し

て
活
用
す
る
な
ど
の
減
量
対
策
が
取
ら
れ
て
い

ま
す
。
私
は
こ
の
や
り
方
を
大
い
に
評
価
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
市
の
方
で
ど
ん
な
に
立
派
な
施
策
を
考
え
て
く
れ

て
も
市
民
一
人
ひ
と
り
の
努
力
が
な
け
れ
ば
成
果
は
上
が
り
ま
せ
ん
。
ご
み

処
理
の
問
題
は
避
け
て
通
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
反
面
取
り
組
み
方
に
よ
っ
て
は

効
果
は
大
き
い
の
で
重
要
施
策
に
据
え
て
の
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
１０
月
中
の
5
日
間
、
議
会
報
告

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
9
月
定
例
会
で
行
わ

れ
た
平
成
２４
年
度
の
決
算
報
告
に

関
す
る
各
常
任
委
員
会
の
審
査
経

過
や
結
果
と
と
も
に
、
春
の
議
会

報
告
会
に
続
い
て
信
州
F
パ
ワ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
報
告
を

い
た
し
ま
す
。
議
会
報
告
会
は
、

地
域
の
課
題
、
市
政
全
体
の
課
題

に
つ
い
て
皆
様
と
の
意
見
交
換
を

行
い
、
今
後
の
議
会
活
動
に
反
映

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　
前
回
の
様
子
は
、
市
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
も
し
く
は
市
議
会
だ
よ

り
１８６
号
（
7
月
１５
日
号
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
お
申
し
込
み
、
参
加
費
は
不
要

で
、
開
催
地
区
に
限
ら
ず
、
ど
な

た
で
も
ご
参
加
で
き
ま
す
。
多
く

の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。本会議を生中継しています！

テレビ松本ケーブルテレビの
「塩尻市行政チャンネル（J706)」
で市議会本会議の生中継を行っ
ています。本会議開催の一週間
後に録画放送も行っています。
また、市議会ホームページでも
インターネットによる生中継・
録画放映を行っています。
ぜひご覧ください。

会議の日程は変更になる場合があります。

吉田

百瀬　享さん

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
グ
ル
ー
プ
H
I
Y
O
K
O
と
い
う
団
体
で
事
務
局

長
を
し
て
お
り
ま
す
。
「
情
報
技
術
を
活
用
し
、
地
域
の
誰
も
が
活
き
活
き

と
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
」
を
目
標
に
、

活
動
を
始
め
て
か
ら
１０
年
が
経
ち
ま
し
た
。
現

在
は
、
塩
尻
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
『
え
ん
ぱ

ー
く
』
を
拠
点
と
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
講
習
や
情

報
発
信
の
お
手
伝
い
を
し
な
が
ら
、
地
域
に
密

着
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
え
ん
ぱ
ー
く
で
は
、
日
々
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
が
企
画
さ
れ
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
来
館
し

て
い
ま
す
。
連
絡
通
路
で
結
ば
れ
た
ウ
ィ
ン
グ

ロ
ー
ド
ビ
ル
に
は
〝
こ
ど
も
広
場
〞
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
親
子
連
れ
で
賑

わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
反
面
、
え
ん
ぱ
ー
く
周
辺
の
商
店
街
に
人
の
動
き
が

少
な
く
、
寂
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
え
ん
ぱ
ー
く
を
中
心
と
し
て
人
の
流

れ
が
生
ま
れ
、
以
前
の
よ
う
な
活
気
あ
る
大
門
商
店
街
に
な
っ
て
い
く
こ
と

を
望
み
ま
す
。

大門

宮野　道代さん
み や の 　 み ち よ も も せ　 とおる

大
門
商
店
街
の

　
　
　
　
活
性
化

誰
も
が
ゴ
ミ
減
量
に

　
　
　
　
　
努
力
を

◆
8
月
の
全
員
協
議
会
で
市
長
が

議
員
報
酬
削
減
ま
で
提
案
し
て
き

た
た
め
混
乱
し
た
。
議
員
は
自
分

た
ち
で
削
減
す
る
こ
と
を
議
会
に

提
出
で
き
る
か
ら
だ
。

　
他
市
の
状
況
を
見
て
も
議
員
が

自
ら
決
め
て
い
る
し
、
削
減
額
も

ほ
と
ん
ど
が
3
％
か
ら
5
％
と
な

っ
て
い
る
。

◆
監
査
報
告
書
は
重
い
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
市
民
に
公
表

さ
れ
て
い
る
監
査
委
員
の
意
見
。

塩
尻
市
の
将
来
が
誤
っ
た
方
向
に

進
ま
な
い
よ
う
に
、
法
律
違
反
を

し
な
い
た
め
に
、
教
訓
と
し
て
い

き
た
い
。
職
員
は
真
摯
に
受
け
止

め
仕
事
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

重
み
を
確
認
し
た
定
例
会
で
し
た
。

◆
議
会
の
使
命
は
、
自
治
体
政
策

の
最
終
決
定
と
執
行
機
関
が
実
施

す
る
行
財
政
事
務
や
事
業
が
適
法
、

適
正
、
公
平
、
効
率
的
か
、
監
視

す
る
こ
と
。
従
っ
て
、
議
場
は
議

員
の
主
戦
場
、
質
問
は
、
要
望
や

お
願
い
や
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
る

場
で
は
な
い
。
お
互
い
に
気
を
付

け
て
質
問
に
徹
し
ま
し
ょ
う
。

１２月定例会の予定
１１月２９日　
１２月 9日

１０日
１１日
１２日　
１３日
１６日
１７日　
２０日

 開 会 日

　
代表・
一般質問
　
　　
委員会審査
　

 閉 会 日

秋
の
議
会
報
告
会
を

　
　
　
　
開
催
し
ま
す

市
議
会
レ
ポ
�
ト

市
議
会
レ
ポ
�
ト

議
会
基
本
条
例
推
進
委
員
会

　
　
　 

　
広
報
部
会

◎
鈴
木
　
明
子
　
○
宮
田
　
伸
子

　
五
味
　
東
条
　
　
横
沢
　
英
一

　
山
口
　
恵
子
　
　
古
畑
　
秀
夫

　
永
井
　
泰
仁

　
　
　
　
　
　
◎
部
会
長
　
○
副
部
会
長

　開　催　日

１０月１５日（火）

１０月１７日（木）

１０月１８日（金）

１０月１９日（土）

１０月２１日（月）

　  時　　間

　

　

午後７時～９時

　　　場　　所

宗賀支所

北小野地区センター

洗馬支所

広丘支所

高出地区センター

■ 第5回議会報告会


